
スプリング S 

 

＜ＡＩ注目馬＞ 

1, 11, 12, 14, 15 

 

＜最終見解＞ 

 

スピード指向の血統に有利なレース。 

 

父米国型は出走が少ないにも関わらず、過去 5年でも 5番人気以下が 2勝。 

 

 

本命はホウオウビスケッツ。 

 

父は米国型のマインドユアビスケッツ。 

 

母はルーラーシップにディープインパクトのニックス配合。 

近親にキングカメハメハ。 

 

父が当レース向きの適性があり、 

母は芝適性とスケールを担保。 

当レース向きの配合。 

 

 

ドンデンガエシも父がマインドユアビスケッツと同じ 

米国型ノーザンダンサー系のドレフォン。 

 

祖母は芝 G1勝ちのトゥザヴィクトリー。 

ホウオウビスケッツと同じ方向性の配合。 

 

 

  



阪神大賞典 

 

＜ＡＩ注目馬＞ 

1, 3, 4, 7, 13 

 

＜最終見解＞ 

 

芝中長距離向きの末脚に優れたサンデー系が走りやすく、 

そのなかでも父ディープ系が強いレース。 

 

他のサンデー系(大系統)で馬券になっているのも 

母父が欧州型かノーザンダンサー系(大系統)ばかり。 

 

 

本命はジャスティンパレス。 

 

ディープ産駒で母父が欧州型。 

 

脚をタメる競馬をすれば、当レースの傾向にピッタリ。 

1着に期待します。 

 

 

相手妙味はサンレイポケット。 

 

3代母のアドマイヤラピスはステイヤーズ Sで追い込んで 2着。 

近親のアドマイヤデウスも当レース好走馬。 

父も母系も末脚発揮できる長距離戦が得意。 


